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はじめに 
 

食農総合研究所都市農村共生研究ユニットでは、2018 年 9 月 18 日にユニット参加教員

ら 10 名が日高川町を訪問し現地交流会を開催した。  

日高川町における都市農村交流の取り組みは、町村合併以前の旧中津村から始まってい

る。体験型観光や農家民泊で交流人口を増やし、地域へ移住者を迎え入れる様々な活動は、

和歌山県では先進的な取り組みである。現地交流会では、日高川町役場で、都市農村交流

活動の核となっている「ゆめ倶楽部 21」の事務局を担当されている直川裕子氏（日高川町

企画政策課定住促進室）から「ゆめ倶楽部 21」の活動についてご講演頂き、その後会場を

日高川交流センターに移して、山下泰三氏（ゆめ倶楽部 21 会長）、小早川眞氏（同体験案

内部会長）、大澤惠氏（同民泊部会長）にご参加頂き意見交換を行った。  

本資料はこの現地交流会でのご講演と意見交換会の内容を活字化し発刊したものであ

る。本資料の内容が、都市農村交流による地域活性化、地域課題の解決に取り組まれてい

る皆さまのご参考になれば幸いである。  

お忙しいなか、ご講演頂いた直川裕子氏、意見交換会で貴重な取り組みの実態をお話頂

いた山下泰三氏、小早川眞氏、大澤惠氏に御礼申し上げたい。また、本資料を作成するに

あたり岸上美樹子さんにご協力頂いた。以上、記して感謝の意を表したい。  

 

2019 年 3 月  

和歌山大学 食農総合研究所 辻 和良 
（都市農村共生研究ユニットリーダー）
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ゆめ倶楽部２１の活動について

 

 

和歌山県日高川町

企画政策課定住促進室

直川 裕子

 

はじめに

 

私は地域団体の事務局をさせて頂いています直川と申します。よろしくお願いいたしま

す。隣が樫山と申しまして、ゆめ倶楽部 21 の事務局として週 3 日来て頂いて、主に体験型

観光や、民泊の受入の事務をして頂いています。今日は私の方から説明させて頂きます。 

皆様のお手元にお配りさせて頂いている資料（付属資料 1）と前に映しているスライド

は同じです。どちらでも結構ですのでご覧頂けたらと思います。これが、ゆめ倶楽部 21

の体験型観光や民泊の情報が載っているお客様にお配りするパンフレット（付属資料 2）

になります。なかに A4 の紙を 2 枚はさんでいるのですが、体験型観光のプラン（付属資

料 3）と民泊体験のプラン（付属資料 4）の一覧表が入っています。もう一つはリーフレッ

トの形で、日高川町の観光パンフレットになっています。温泉施設なども載っていますの

で、また個人的な機会に遊びに来て頂けたら幸いです。  

今日の午前中は、私の方からゆめ倶楽部 21 全体の取り組みの話をさせて頂いて、昼か

ら交流センターに移動します。そちらにゆめ倶楽部 21 の会長と、体験型観光を実際受入れ

られている方、民泊を受入れられている方にお越し頂いています。実際に取り組まれてい

るお話を意見交換会という形でさせて頂きたいと思っています。  

それでは、早速説明させて頂きます。まず、ゆめ倶楽部 21 の活動についてです。  

 

１ 日高川町の概要

 

日高川町の概要からです（スライド 2）。日高川町は平成 17 年 5 月 1 日に町村合併があ

りまして、川辺町、中津村、美山村の 3 つの町村が合併してできた町です。  

地図で示していますように和歌山県のほぼ中央部に位置しています。町の中央には長さ

日本一の 2 級河川「日高川」が流れています。そういったこともありまして合併の時の新

町名が「日高川町」になったという経緯があります。面積は 331.59 ㎡で、和歌山県内で 3

番目の広さとなっています。  

総面積の約 9 割が森林で、山間部が多い町です。特に、旧中津村、旧美山村の方は山側
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で、昔から林業で栄えてきました。平成 30 年 8 月 31 日の時点で、人口は 9,972 人となっ

ています。  

 

２ ゆめ倶楽部 の概要と主な取り組み

 

ゆめ倶楽部 21 は任意の地域団体で、法人化はしていません（スライド 3）。事務局は私、

直川、役場職員が担当することになっています。現在の構成員は 37 人で、地元住民の方が

25 人、I ターン者の方が 12 人となっています。昔から地元住民と都会からの I ターン者の

方が協働で活動されています。  

ゆめ倶楽部 21 は「日高川町における体験型観光、農家民泊、移住者支援等を行い、都

市と農村の交流を促進し、地域活性化を図る」という目的で設立されました。設立は平成

14 年 2 月 1 日で、当時はまだ町村合併前です。合併前ですので「中津ゆめ倶楽部 21」とし

て設立されました。平成 17 年に町村合併があったのですが、それに伴い平成 19 年 7 月 31

日に全町エリアに拡大した現在の「ゆめ倶楽部 21」が設立されたというかたちになってい

ます。  

ゆめ倶楽部 21 の主な取り組み（スライド 4）ですが、主に大きな 3 本柱で動いています。

1 つめは、体験型観光の受入です。こちらは設立当時から取り組んでいるものでして、現

在はゆめ倶楽部 21 のなかでも体験案内部会という部会が担当しています。2 つめの取り組

みは、農家民泊の受入で、こちらは平成 20 年度から受け入れるようになりました。現在は

民泊部会が担当しています。3 つめの取り組みは、移住者支援事業で、こちらは平成 19 年

度から取り組んでいまして、現在は田舎暮らし受入部会の会員さんに担当して頂いていま

す。このように、一口にゆめ倶楽部 21 といっても 3 つの取り組みを行っていまして、それ

ぞれの取り組みで動いている方が分かれています。もちろん重複して所属して下さってい

る方もいらっしゃるので、会員 37 名の方がこの 3 つの部会にきれいに分かれているわけで

はありません。当初は体験型観光の受入から始まったゆめ倶楽部 21 ですが、途中から色々

取り組んで行くにあたり、移住者支援であるとか、農家民泊の受入にも拡大していきまし

た。  

 

３ 体験型観光の受入

 

（１）体験型観光の受入内容

それでは 1 つめの取り組みの体験型観光の受入について、詳しく説明させて頂きます（ス

ライド 5）。  

こちらは設立当時から取り組みまして、現在は体験案内部会が担当しています。稲作体

験や野菜収穫体験、間伐体験などの農林業体験や、地域資源を活用した手作り体験などの
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メニューがあります。先程皆さんにお配りしたパンフレットの方に具体的なメニューが書

いていますので、参考にご覧頂けたらと思います。お越し頂くお客様、主な団体としまし

ては、和歌山県内の小中学生の森林体験などの教育旅行であるとか、大阪府内など関西圏、

県外の小中学生の修学旅行や教育旅行です。  

また子どもさんだけではなくて企業の福利厚生でお越し頂くことがあります。「日高川

町企業の森」ということで、企業が山を借りて、といいますか、森林組合に日頃の管理を

委託して、企業の森の保全活動を行う事業があります。それで日高川町にお越し頂いてい

る事業者さんが何社かあります。企業の森に年何回か活動に来られた時に、初日は企業の

森で枝を切る体験をして、次の日にゆめ倶楽部 21 の体験型観光の体験を活用頂くこともあ

ります。その場合はもちろん大人の方にお越し頂いています。  

具体的な依頼元としては、学校から直接依頼頂くこともありますし、修学旅行などであ

れば旅行会社が間に入ってご依頼頂くこともあります。また、和歌山県の観光交流課が修

学旅行の誘致に力を入れていますので、そちらを経由して依頼頂くこともあります。  

 

（２）体験型観光の受入実績

スライド 6 は、体験型観光の具体的な受入実績です。合併前と合併後に分けています。

左側の方が合併前、この合併前というのがゆめ倶楽部の合併前（ゆめ倶楽部として全町に

広がる前）の実績と、ゆめ倶楽部が全町に広がった後の実績で分けています。  

平成 14 年の設立当初は全く知名度もございませんので、864 人という人数になっていま

すが、徐々に増えてきまして、平成 25 年には 3,000 人を超えています。平成 29 年度には

1,900 人と少なくなっています。修学旅行ではずっと同じ場所に行かないことが多いとい

いますか、だいたい 3 年で場所を変えるという話も聞いたりします。まとまって毎年来て

いただいた学校の修学旅行先がうちではないところに変わったということが重なりまして、

昨年 29 年度は例年より人数が減っています。毎年来ていなかったのですが、たまたま大き

な 300 人規模ぐらいの学校が来て頂いた年がありまして、そういった経緯でちょっと少な

くみえてしまっています。  

合併後の平成 20 年から平成 29 年度の間の合計としては 26,800 人の方に体験頂いたとい

うことになります。こちらの人数は実人数ではなく、延人数です。なので、1 人が 2 つの

体験をした場合は 2 人に換算しています。  

 

（３）体験型観光受入の様子

具体的に体験型観光がどういうかたちで受入れているのかというのを、写真を使って説

明させて頂きます。  

 

○開会式（スライド ）
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まず開会式です。こちらは「きのくに中津荘」という宿泊施設です。写真の奥側に写っ

ている屋外ドームはそちらの隣にあります。屋根もありまして靴で普通に入って頂ける屋

外のドームで、いつもここを会場に使わせて頂いています。ここに集合して、芝生がある

のでそこに子どもさんには座って頂いています。立っている方がインストラクターの方々

です。このような感じに並んで頂いて「今日はこのような体験をします」とご挨拶をさせ

て頂くという流れになっています。このあと、各体験に分かれてスタートします。  

 

○間伐体験（スライド ）

体験によってはドームから移動する体験もございます。この写真の間伐体験は移動が必

要なものになります。木を切っていくので、ずっと同じ場所ということはないのですが、

今やっている場所としてはドームから車で 15 分ぐらい移動したところの山で、このような

感じで木を切る体験を行います。間伐ですので木の間引きみたいな感じです。1 つの太い

木をまっすぐ育てようと思った時に、周りの曲がっている木や細い木を切ることによって、

よりまっすぐ太い木を育てていきます。地元の民間会社の原見林業さんに体験をお願いし

ています。原見林業さんがお持ちの山で、普段は従業員の方が切られているのですけれど

も、体験の時には子どもたちがのこぎりを使って、予め間引きしてもいい木を選定して頂

いていまして、それを子どもたちが体験の時に 1 班 5～7 人ぐらいに分かれて、1 本の木を

みんなで交代交代にのこぎりを使い倒していくという体験となります。普段、子どもたち

は山に入ることもないので、すごくいい体験になっているかと思います。  

 

○備長炭の風鈴作り体験・稲刈り体験（スライド ）

他に主だった特色のあるプランを紹介させて頂きます。全部のプランをご紹介するのは

難しいので抜粋して紹介させて頂きます。次は、備長炭の風鈴作り体験です。日高川町は

紀州備長炭の生産量が日本一ですので、備長炭の風鈴作り体験というのがメニューにあり

ます。この左側の写真です。ちょっとみにくいかもしれませんが、立っている女性の方が

いらっしゃるのですけれども、この方の旦那さんが備長炭の炭焼き職人でして、炭焼きさ

れるなかで作られた備長炭で風鈴を作る体験です。奥さんにインストラクターになって頂

いています。基本的に備長炭に糸を通す穴であるとか、そういったものはあらかじめ準備

して下さっていまして、1 つの風鈴を作るキットに用意して下さっています。それをもと

にインストラクターの先生が「まず 1 つめ。ここからこうしていきましょう」とみんなに

説明しながら作っていくようになっています。 

右側の写真が稲刈り体験です。会員のなかで大きな田んぼをお持ちの農家がいらっしゃ

いまして、その方に田植の時期とか稲刈りの時期にこのように体験させて頂いています。

子どもたちはもちろん機械を使えないので、昔ながらの鎌を使って刈り取る体験になりま

す。これは稲刈りの写真ですけども、田植体験もこちらでさせて頂くことができます。6
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月に田植に来た団体さんが 9 月に稲刈りに来て頂くということもできます。  

 

（４）体験型観光の課題  

体験型観光の課題ですが、インストラクターの確保、掘り起こしが 1 番の課題と思って

います（スライド 10）。インストラクターのほとんどが 60 代、70 代の方でして、体験によ

っては実施困難なプランが出てくる可能性があるという状態です。私がこの事務局になっ

たのが平成 27 年度からですけれども、その時点からでも 1 つ、2 つぐらいの体験が「ちょ

っと、もうできないです」と、なくなったプランもございます。  

対策としましては、ゆめ倶楽部 21 のホームページで、「体験型観光のインストラクター

をしませんか」と呼びかけたり、日高川町の広報にも載せて頂いて「体験型観光を受入れ

ています」と周知を図っています。また、新聞社の方に、「先日このような学校さんが体験

に来てくれました」という記事を載せて頂いて周知を図ったりもしています。1 番いいの

は現役のインストラクターから「一緒にやりましょう」と口コミで紹介頂くことですが、

なかなかそんなにすぐには集まらないというのが現状で、引き続き課題となっています。 

 

４ 農家民泊の受入

 

（１）農家民泊の受入内容

次に農家民泊の内容について説明します（スライド 11）。農家民泊には平成 20 年度から

取り組みまして、現在は民泊部会が担当しています。料金は 1 泊 2 食付き、来た日と次の

日の朝の料理が付いて 6,800 円としています。受入戸数は 14 軒で、1 軒当たり 3～4 人の

受入で、全員が受入れて頂ける場合は 45 人程度の受入が可能です。  

農家の副収入や生き甲斐づくりを目的として取り組み始めました。自分たちが普段食べ

ているものを提供するなどして、特別なことはしないで、普段の生活を体験させるという

ことを心がけています。お客様のようなかたちでごちそうを作るのではなくて、あくまで

田舎の体験です。田舎の料理とか、そういった体験をして頂くように心がけています。  

主な体験は自分のところの農作業体験であるとか、「田舎の生活ではこういうことをす

るんだ」という生活体験などがありますが、体験内容については統一したものではなくて、

各受入家庭に任せています。こちらから「これを絶対やってください」というのではなく

て、それぞれの家庭で得意なことであるとか、体験内容は任せています。  

農家民泊の開始当時は、主に小中学生の受入を目的としていたのですけれども、平成 22

年頃から海外からの中高生や大学生の受入も行っています（スライド 12）。主な団体とし

ましては、日本国内の子どもさんたちでは、大阪府内などの県外の小中学生の修学旅行や

教育旅行です。海外であれば、台湾、韓国、中国、マレーシア、東アジア諸国などの主に

アジア圏の中高生や大学生の教育旅行でお越し頂いています。依頼元は主に和歌山県の観
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光交流課からです。観光交流課は国内の修学旅行も誘致していますし、海外の教育旅行の

誘致もされていますので、そこから依頼を頂くことがほとんどです。その他、日本国際協

力センター（JICE）や、国際協力機構（JICA）などからも時々依頼を頂くこともあります。  

 

（２）農家民泊の受入実績  

次に具体的な受入の実績ですが、こちらは取り組み始めた平成 20 年からの実績となって

います（スライド 13）。左側がトータルの受入実績です。そのうち外国人が何件かという

のは右側の表に分けて表示しています。平成 20 年度の当初は日本の学生さんだけで海外の

方はなかったという状況ですが、徐々に受入れるようになってきました。直近の平成 29

年度では全体の実績としては 8 団体で 173 人。何泊したかという延泊数は 272 泊。1 団体

で 3 泊するところもあれば 1 泊のところもあります。主に海外の方は 1 週間という長い期

間で教育旅行に来られるなかの 1 泊を民泊にされるというところが多く、海外の方は 1 泊

がほとんどです。  

 

（３）農家民泊受入の様子  

農家民泊の受入の様子を、写真を使って簡単に説明します。  

 

○受入家庭と生徒の対面式（スライド ）

今日の午後から意見交換会を開催する場所が日高川交流センターというところで、そち

らが地域の大きな交流施設になっています。大きな会議室とか、交流ホールとかもありま

すので、こちらを使わせて頂いています。そこの 2 階の会議室で受入家庭と生徒の対面式

を行います。このように受入家庭さん、生徒さんに並んで頂いて、「今日受入れて頂くお父

さん、お母さんたちです」と紹介しまして、その後分かれて頂くというかたちです。  

 

○各家庭に分かれて体験・食事（スライド ）

次に、各家庭に分かれて体験・食事ということで、体験内容は各家庭にお任せしていま

す。左側の写真は受入家庭の畑で収穫体験をしています。右の写真はお夕飯の写真ですけ

れども、これは手巻き寿司です。基本的に「料理も一緒に作るようにして下さい」とお願

いしていますので、手巻き寿司であれば自分で作りながら食べられるというところがある

ので、皆さんそういったところも工夫されて料理のメニューも考えて頂いています。これ

は多分マレーシアの生徒さんです。海外の方は特にお寿司などを喜んで体験されています。 

 

○お別れ式（スライド ）

各家庭で分かれて体験して頂いた後はお別れ式で、再び交流センターに集まってお別れ

となります。海外の方は１泊の短い期間ですけれど、帰られる時には涙を流して帰られる
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生徒さんも多くみられます。ほんとうに親日家といいますか、すごく感動して帰って頂い

ています。  

 

（４）農家民泊の課題

農家民泊の課題は体験型観光の課題とほぼ一緒になるのですが、14 軒の受入家庭のほと

んどが 60 代、70 代で、ここ数年で休業する家庭が徐々に出てきている現状です（スライ

ド 17）。これもホームページや町の広報等を利用した「民泊の受入をしています」という

周知であるとか、それと合わせて現役の受入家庭から「一緒にやりましょう」といって頂

くのが一番大きな影響があるのでお願いしています。しかし、自分の家に海外の方を泊め

るということになかなか一歩踏み出しにくいところがあるようで、すぐに受入れて頂ける

ということがないのが現状です。  

 

５ 移住者の支援

 

（１）移住者支援事業の内容

次に、3 つめの移住者支援事業の取り組みです（スライド 18）。こちらは平成 19 年度か

ら取り組みまして、現在は田舎暮らし受入部会が担当しています。こちらは和歌山県が定

めている「わかやま移住推進市町村」に日高川町もなっていまして、役場に「ワンストッ

プパーソン」を設置し、ゆめ倶楽部 21 を「受入協議会」として移住者への支援を行ってい

ます。この役場の「ワンストップパーソン」が私、直川になります。私が「ワンストップ

パーソン」もしていますし、受入協議会であるゆめ倶楽部 21 の事務局もしています。  

移住者支援事業のなかでのゆめ倶楽部 21 の役割としては、地域住民、先輩移住者とい

う立場から、役場が実施・参加する下記の取組へ要望に応じて同行し、移住希望者へのサ

ポートを行っています。 

役場が主に移住相談、地域案内、空き家紹介、農地紹介を行い、年に数回大阪や東京で

行われる相談会やフェアに出展したり、不定期に町で「日高川町はこういうところです」

という現地体験ツアーを実施しています。その時に移住希望者のなかに「農業したい」と

いう方がいらっしゃれば、会員のなかで農業を熱心にされている方に「移住相談を今度受

けるので同行していただけますか」とお声がけして一緒に参加頂いています。相談会やフ

ェア等にも「先輩移住者という立場から一緒に来て頂けませんか」と会員の方にお声がけ

してお願いしています。自主的な取り組みとしては、日高川町に移住された方や移住を考

えている移住希望者、ゆめ倶楽部 21 の会員を対象に不定期ですけれども交流会を開催して

います。移住してきた人も、これから移住を考えている人も、元々地元住民のゆめ倶楽部

21 の会員さんも、みんな一緒に仲良くなる機会ということで、不定期で交流会を開催して

います。  
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移住者の方に定住して頂くことによる効果としては、地域の活性化、地域行事への参加

など担い手不足の解消があげられます（スライド 19）。地域によってお祭りの行事をする

人数が減ってきているところで、現役世代の移住者さんに参加いただいている地域もあり

ます。地域のボランティアや体験型観光のインストラクターなどへ協力して頂く方もなか

にはいらっしゃいます。過去に移住された現在ゆめ倶楽部 21 の会員になって頂いている方

で、「自分は元々こういった物づくりが趣味だよ」という方に、その体験型観光のインスト

ラクターになって頂くということがあります。このように色んな趣味をもたれている方が

移住されていると、そういったところで協力して頂くこともあります。また移住してきた

先輩移住者として新規移住希望者の移住相談や地域案内への協力をして頂けるという効果

があります。  

移住する場合はだいたい空き家に住んで頂くことがほとんどで、空き家の管理にもなり

ます。また、農業したい方には畑を耕して頂くと耕作放棄地の再生にもなるという効果が

あると考えています。  

 

（２）移住者支援事業による移住実績

移住者支援事業による移住実績の具体的な数字ですけれども、これも取り組み始めた平

成 19 年度からの実績となっています（スライド 20）。和歌山県外だけでなく日高川町は県

内の相談も受けていますので、県外と県内というかたちで分けて掲載しています。直近の

29 年度は県外からの方は 3 世帯 6 名、県内の方が 6 世帯 10 名で、合計 9 世帯 16 人という

実績となっています。  

 

（３）移住支援の様子

移住支援の様子を、具体的に写真を使って簡単に説明いたします。

○空き家紹介（スライド ）

これは空き家紹介の様子です。右手に立っているのが私で、左の方が移住を考えている

男性の方です。奥にみえているのが空き家です。このように実際に現場にお連れして周り

の環境も含めてみて頂いています。  

 

○移住希望者向けフェア（スライド ）

これは移住希望者向けフェアに出展している様子です。大阪で開催されたイベントで、

和歌山県のブースがこの右手に並んでいます。県全体としても統一感を出すようにブース

を装飾します。和歌山県が準備してくれたオレンジのテーブルクロスを使って、このよう

に統一感のあるレイアウトを考えています。日高川町も出展しています。  
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○現地体験ツアー（スライド ）

こちらは移住を考えている方向けの現地体験ツアーです。左側の写真が移住してきた方

でイチゴ農家になられた方です。その方がポットにイチゴの苗を育てている現場をみせて

頂きなから、その方に移住してきた経緯であるとか、今取り組まれているイチゴ栽培のお

話を聞かせて頂いているところです。右側の写真が空き家を改修して住まれている移住し

てきた方のおうちを実際みせて頂いている様子です。  

 

（４）移住者支援事業の課題

移住者支援事業の課題（スライド 24）としましては、移住希望者の相談や問い合わせは

すごく多いのですが、それを受入れられるような大がかりな改修をせずに入居可能な空き

家の供給が少ない状況となっています。「貸してもいいよ」といって頂ける空き家の掘り起

こしを行っているのですが、なかなか申し出が少ない現状があります。移住相談のタイミ

ングと、その時にいい物件があれば決まることもあるのですけれども、たまたまいい物件

がなくて別の市町村に行かれた方もいらっしゃいます。移住相談を受けるのに空き家、住

むところがないことにはなかなか話が進まないかと思います。  

空き家の掘り起こしの対策としましては、日高川町のホームページであるとか町の広報

で、空き家情報を募集しています。このような空き家情報募集の周知であるとか、空き家

情報を募集していますというチラシを作成しまして、町内外へ配付したりしています。  

町外の方には毎年 4 月に固定資産税の納税通知書が税務課の方から郵送で発送されるの

ですけれども、そこに空き家情報募集のチラシを同封してもらうように税務課に協力して

もらっています。町外の方にということは、町外にお住まいで日高川町に物件を持ってい

て固定資産税を払われているので、おそらく空き家になっている可能性が高いということ

で、そういう町外の方に向けて同封して頂いています。それを送った 4 月ぐらいは「うち

は空いているのですけれども」というお電話を頂くことが多いので、効果的かと思ってい

ます。  

町内の方向けとしては、各地区に区長さんがいらっしゃるので、月に 1 回行政からの配

付文書をお配りしていて、そこに不定期ですが空き家情報募集のチラシを入れさせて頂い

ています。「こういったことをしていますが、ご近所で空き家があるなどの情報がある方は

是非ご連絡下さい」というかたちで周知しています。  

 

ざっと簡単で拙い説明でありましたが、ゆめ倶楽部 21 の活動について説明させて頂き

ました。説明不足のところもあったかと思いますが、ご清聴ありがとうございました。  
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質疑応答

 

〇辻和良（座長：食農総合研究所 都市農村共生研究ユニットリーダー）

ありがとうございました。どなたからでも結構です。所属とお名前をおっしゃってから

質問をお願いします。  

それでは私の方から。体験型観光でインストラクターの方がお歳を召して実施が困難な

プランがでてきているというのですが、どのようなプランができなくなっているのですか。 

 

〇直川裕子（講演者：日高川町企画政策課定住促進室）

そうですね。「かずら工芸」といって、山によく生えている蔓で籠を編んでいるのをみ

たことがあると思います。それを趣味で作っていたおばあさんにインストラクターになっ

てもらっていました。もう 80 代、90 歳に近くなってきて、私が異動してきてから一度お

願いさせてもらおうと思ったことがあったのですけれども、「もう歳になってきたので、で

きない」と断られました。それからなくなっています。それと同じかたちで、わら草履を

作るインストラクターはおばあさんばかりで、1 件だけであればお願いしてやってもらえ

ないこともないのかもしれませんが、レギュラーのメニューからは外しています。  

 

〇辻

ベテランがだんだんといなくなっているのですね。  

 

〇藤田武弘（観光学部）

観光学部の藤田といいます。ちょうど我々の観光学部ができて 12 年経ちます。我々が

異動してきた時に、ちょうどこの町も合併されて、このゆめ倶楽部を作るということでし

た。  

当時はわいず倶楽部といって読売新聞と連携しながら移住者の方にきて頂くというよ

うなツアーをされていたり、あるいは農家民泊なども地元の方と I ターンの方も含めて非

常に特色のある民泊をされたり、体験型観光をされたりということを拝見しながら、随分

学生もお世話になりながらやってきました。改めて歴史というか、蓄積の深さというもの

を感じています。  

多くのところで直面しているのは、こういう交流事業の担い手が高齢化してきていると

いう、特に先発地といわれるところでそういった問題に直面しつつあるのかなと思ってい

ます。農家民泊も、子ども農山漁村交流プロジェクトというような国のプロジェクトがあ

ったり、県の南北間交流事業があったりしたのですが、そういったものがなくなった時に

学校がどこまで継続的に来てくれるのか、という課題が多分あるのだろうかと思います。

この 14 軒の受入農家の方が 60 代、70 代というお話ですが、地元の方と I ターンの方との
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割合がどの程度かということと、特に、子どもプロジェクトの関係でいうと、単なるその

場的な受入の交流だけにとどまらないということで日高川町が非常に工夫されていたこと

は、事前学習とか事後学習とかの連携をされたり、修学旅行で受入れられた学校に文化祭

などに出かけていって地元の農産物の販売をされたりとか、多分その当時、和歌山県では

やっていなかった取り組みを色々されていたかと思います。体験教育旅行との関係、今外

国の方が非常に増えてきていると話でもあるのですけれども、そこはどうなっているのか

ということが分からないので教えて頂ければと思います。  

 

〇直川  

受入家庭のうち、地元の方と I ターンの方の割合について、正確な数字はわからないの

ですが、4 割は I ターンの方で、6 割は地元の方です。最近、I ターンの方が何軒か入って

いただけました。I ターンの方にはそういうことに興味のある人が多く、受入家庭になっ

て下さる方が数名出てきました。  

 

〇藤田

皆さん簡易宿所の許可は取られているのですか。  

 

〇直川  

14 軒のうち簡易宿所の許可を取っているのは 6 軒です。簡易宿所の許可を取っていなく

ても教育旅行であれば実費分だけ頂くということで、ちょっとグレーなところではあると

思うのですけれども、和歌山県の指針としても OK です。簡易宿所を取られた方というの

は、ゆめ倶楽部で民泊をやろうと取り組み始めた時にみんなで一斉に簡易宿所の許可を取

った方です。その方々がもう高齢でやめられる方が増えてきましたので、今は 6 軒になっ

ています。許可を取られていない方は、後から入って協力いただいている方ですけれども、

「許可を取るところまでは考えていないけれども、子どもが好きだから受入れるよ」とい

う方に協力いただいて現在 14 軒になっています。I ターンの方で「そういうことをやって

みたいと思っていました」とやっていただいた方が 2 軒ぐらいあります。  

 

〇藤田

学校との連携は、受入れられた後の連携はあるのですか。  

 

〇直川  

平成 27 年度から私がこの事務局をさせてもらってからは、そこまでのことはありません。

学校から要望があればその時に考えるという感じですが、ここ最近はこちらから積極的に

学校へ働きかけるといったような動きはありません。  
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〇藤田

はい、ありがとうございました。  

 

〇植田淳子（食農総合研究所）

食農総合研究所の植田です。2 点教えてください。事務局の方で旅行会社とか学校への

営業活動をされているのかという点と、団体さんの日高川町に来るリピート率というのは

どのくらいですか。  

 

〇直川  

まず旅行会社への働きかけですけれども、事務局からの働きかけは特にはしていません。

和歌山県の観光交流課さんが主に働きかけをされていると思うのですけれども、そこから

の依頼でうちが受けているのがほとんどです。  

 

〇植田

直接のやりとりはしていないのですか。  

 

〇直川  

そうですね、旅行会社からも依頼があるのですが、それはこちらから営業をかけたわけ

ではなく、旅行会社さんが自分で調べてこられています。また、リピーターに関しては、

体験型観光、民泊両方つうじて 8 割ぐらいはリピーターです。民泊については海外の方が

ほとんどで、それは毎回同じ学校ではありません。観光交流課さんが受けてこられたのを

依頼して頂いています。毎回学校は違うのですけども、観光交流課さんからいって頂くも

のがほとんどです。  

 

〇植田

ありがとうございます。  

 

〇辻

体験型観光に来て泊まられる方はあるので

すか。民泊のほうに泊まられるとか。それは

セットになっているものですか。別ですか。  

 

〇直川  

考え方としては別々のものです。一緒にさ
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れる団体もなかにはあるのですが、だいたいは別です。まず民泊をしたいということで来

られて、2 泊 3 日するなかで、受入家庭さんだけの体験ではなくて、どこかで 1 回みんな

で集まってする体験をやってみたいという時には、体験型観光のプランを紹介させてもら

ったりということがあります。受入家庭さんごとに分かれるとずっと基本的には受入家庭

さん別で動いて頂くことになるので。  

 

〇辻

それでは体験型観光でみえられて宿泊は、どこか別のところに泊まられるということで

すか。  

 

〇直川  

そうです。体験型観光で来られる団体さんは基本的に日帰りが多いのです。学校の授業

の一環でこられることがあります。修学旅行の場合であれば何百人規模になってくると民

泊はそこまでの人数受入れられないので、そういう時は和歌山県内の色んなところで体験

をして、泊まりはみなべなどの大きなところに泊まられています。200 人規模になってく

ると泊まりはみなべのホテルで、体験を色んな市町村に分かれて行うというパターンのと

ころもあります。  

 

〇藤田

関係する質問ですがいいですか。農家民泊 1 泊 6,800 円となっているのですが、これは

農家民泊される時に 1 日目の午後から体験があって 1 泊 2 日されて 2 日目の午前も体験が

あってという場合には、農家の受け取りは 6,800 円以外に先程の体験料が半日 1,500 円発

生するかたちになるのですか。これはどうなっているのですか。  

 

〇直川  

今おっしゃっていただいたとおりです。この A4 のはさんでいる紙に書いているのです

けれども、半日というのもアバウトな感じになるのですが、初日 1 日目のお昼 1 時くらい

に来られて、次の日のお昼 12 時に帰るということであれば、料金としては 1 日目の昼から

の半日体験の料金と、1 泊 2 日の 6,800 円と、次の日の午前中の半日体験の 1,500 円の料金

を頂くというかたちになっています。  

 

〇藤田

6,800 円＋3,000 円の 9,800 円ということになるのですね。  

 

〇直川  
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そうです。  

 

〇藤田

はい、わかりました。  

 

〇直川  

あとは、民泊と体験型観光両方ともですけれども、事務局の活動費用に充てさせてもら

うというかたちで 1 割引かせて頂くことになっています。  

 

〇藤田

インストラクターを農家以外がされる場合は、そちらに 1,500 円支払われるわけですね。 

 

〇直川  

そうなります。もし半日の部分を別のこの体験型観光のプランを利用した場合はそちら

のされた方に渡します。その場合は半日体験の 1,500 円ではなく、各体験プランに応じた

料金を対応したインストラクターに支払います。  

 

〇藤田

はい、わかりました。  

 

〇大浦由美（観光学部、食農総合研究所 所長）

移住のことに関してお伺いします。100 世帯を超える方が移住されているということで

すが、いわゆるリタイアしてから来られる方が結構多かったと思うのです。この間、そう

いうリタイアされた方と、子育て世代とか若い世代の方々、この割合はどれくらいになっ

ていますか。どれくらい変化があったのか、教えて頂きたいのですが。  

 

〇直川  

平成 19 年度からの実績です。これは山下会長が当時事務局だった頃のお話を聞いたとこ

ろによりますと、平成 19 年度当時はリタイア世代がほとんどだったと聞いています。「人

生の楽園」などがはやり始めたので、19 年度には移住の受入に取り組む市町村が少なかっ

たこともあって、すごく問い合わせがあったと聞いています。その頃はリタイア組がほと

んどで、最近の傾向としては若い子育て世代の方も増えていまして、リタイア世代と現役

世代の割合でいうと、リタイア世代の方が少し多いところです。6 割がリタイア世代で 4

割が現役世代ぐらいです。このうち単身の方と子育て世代の現役の方は半々ぐらいです。  
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〇大浦

ありがとうございます。このなかで就農された方はどれくらいの割合になりますか。  

 

〇直川  

リタイア世代の方は基本的に趣味で家庭菜園をされますので、それも入れるとしたら 4

割ぐらいです。現役世代の方で農業したいという方、農家になられた方もいらっしゃるの

ですけれども、そこまで多くはないです。こちらもいきなりは難しいというかたちで紹介

しますので。  

 

〇大浦

はい、ありがとうございました。  

 

〇湯崎真梨子（食農総合研究所）

湯崎と申します。旧中津村の時代に随分調査に来させて頂きました。元々の中津村の移

住は、民間の移住者用の住宅開発から始まったと思うのですが、早い人では 80 年代からい

らっしゃっていたと思います。当時だと早期退職であるとか、リタイアの早い世代が来て

いたと思うのですが、その方たちはすごく高齢者になっていると思います。もう 80 歳以上

ぐらい。そういう方たちはその後どうなっているのでしょうか。例えば、都会へ戻ったと

か、この村でお葬式をあげたとか。そのあたりはどうなっているのですか。  

 

〇直川  

去年ぐらいから I ターンの方の U ターンラッシュが始まっています。平成の初めぐらい

に来られているので、来られてから 20 年～30 年ぐらいになっています。その時はリタイ

ア世代の方が多く来られていまして、その方々が 80 代、90 代近くになってきておられて、

U ターンというか、戻った方は私の知る限りでもう 5 世帯ぐらいはいらっしゃいます。そ

の時に来た人で、ちょうど去年、1 昨年ぐらいから「大阪の子どものところに行こうと思

っている」という方のお話を聞き始めました。高齢化してくると車の運転が 1 番ネックに

なってきますし、病院がすぐ近くにないということもありまして、戻られる方がいるとい

うのが現状です。もちろんなかには残って下さっている方もいらっしゃるのですけれども。 

 

〇藤田

その方々は住民票を移して入って来られたのですか。  

 

〇直川  

今は住民票を移すことを前提に相談させてもらっていますが、その当時は、人によって
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移さない方もいらっしゃったみたいです。ただ、私が戻られた方で知っている方は、皆さ

ん住所を移されていました。  

 

〇辻

それでは時間が参りました。昼からも続けて意見交換会ですので、質問していただけれ

ばと思います。どうもありがとうございました。  

 

〇直川  

ありがとうございました。  
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意見交換会

＜日 時＞ 年 月 日 ～

＜会 場＞日高川交流センター

＜出席者＞

ゆめ倶楽部 ：山下泰三（会長）

小早川眞（体験案内部会長）

大澤惠（民泊部会長）

直川裕子（日高川町企画政策課定住促進室、事務局）

和歌山県 ：芝めぐみ（農林水産部果樹園芸課）

和歌山大学 ：大浦由美（観光学部、食農総合研究所所長）

藤田武弘（観光学部、食農総合研究所副所長）

岸上光克（食農総合研究所副所長）

平田隆行（システム工学部）

湯崎真梨子（食農総合研究所）

杦本敏夫（食農総合研究所）

室井利之（食農総合研究所）

植田淳子（食農総合研究所）

辻和良（食農総合研究所、都市農村共生研究ユニットリーダー）

１．はじめに

 

〇直川裕子（日高川町企画政策課定住促進室）

午後は実際に民泊や体験を受入れておられる方々、ゆめ倶楽部 21 会長の山下さんと意見

交換会をさせて頂きます。まず、会長さんから自己紹介を兼ねてご挨拶をお願いします。 

 

〇山下泰三（ゆめ倶楽部 会長）

こんにちは。和歌山大学食農総合研究所

の皆さん、お越し頂きましてありがとうご

ざいます。  

ご存じのとおり日高川町ゆめ倶楽部は、

橋本先生、湯崎先生、藤田先生、大浦先生

にずっと以前からお世話になっていまして、

今あるゆめ倶楽部 21 はそうした和歌山大
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学の先生方のご支援の賜物と感謝しております。また、今日は和歌山県庁の芝さんが来ら

れています。和歌山大学とはずっと橋本先生の代から交流をさせて頂きまして、学生さん

をお迎えしまして、日高川町に滞在、民泊頂き、地域調査を実施頂きました。また、農村

子どもプロジェクトという体験の方にも入れて頂きました。  

現在のゆめ倶楽部 21 は平成 14 年 2 月に立ち上げたのですが、充実しつつ、まだまだ伸

びしろのある会ではないかと考えています。今日は色々お話しさせて頂きたいと思ってい

ます。今後とも先生方のご支援、また、色んな目線からご指導を賜りまして、日高川町ゆ

め倶楽部 21、日高川町のみならず御坊市・日高郡の地域活性化、都市農村交流が進んで、

大勢の方々が日高地方を訪れ、定住して頂ける地域になっていければと思っています。ど

うかよろしくお願いします。今日は本当にありがとうございます。  

 

〇辻和良（座長：食農総合研究所）

私どもは、食農総合研究所の都市農村共生研究ユニットというユニットを作っていまし

て、大学の都市農村交流に関心のある先生方の集まりです。年に何回かこのように現場へ

出て勉強させて頂く機会を設けていまして、今日は日高川町の方へおじゃました次第です。

食農総合研究所は 3 年前にプロジェクトでできた研究所で、現在の所長は大浦所長です。

所長の方から一言自己紹介を兼ねてご挨拶をお願いします。  

 

〇大浦由美（観光学部、食農総合研究所 所長）

今年の 4 月から食農総合研究所所長を務めています大浦と申します。先程、山下さんの

ご紹介のなかにも名前をあげて頂きましたが、観光学部ができてすぐの、今から 12 年前に

初めて和歌山県内で橋本先生のご紹介で仕事をさせて頂いて、その 1 番最初の仕事がこの

移住定住促進支援ということでした。それ以来様々な関係ができまして、初期には学生た

ちと共にかなりこちらの方に入らせて頂いて、色々調査をしたり、一緒に体験をしたりと

いうことで育てて頂いて、本当に心からお礼申し上げる次第です。  

今回、午前中にお話を聞かせて頂きましたが、ゆめ倶楽部 21 が全町的な取り組みに広

がりをみせ、それ以降も順調にお客様を県内外から迎えていらっしゃるということで、非

常に発展してきているのだということを思いました。それと同時に当時からも心配する

方々が沢山いたわけですけれども、「担い手が少しずつ少なくなっている」、また「少なく

なりそうな傾向にある」というところが私どもも危惧する次第です。  

今日はこの場で短い時間ではありますが、なかに入るような議論をさせて頂いて、また

今後につなげていければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。  

 

２．自己紹介
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〇辻

それでは皆さん自己紹介をお願いします。  

私は都市農村共生研究ユニットのユニットリーダーということで交流会のお世話をさ

せて頂いています。辻と申します。どうぞよろしくお願いします。  

 

〇湯崎真梨子（食農総合研究所）

湯崎真梨子と申します。食農総合研究所で客員教授をさせて頂いています。私が初めて

来たのは多分 2002 年ぐらいだと思うのですが、橋本卓爾先生（和歌山大学名誉教授）に連

れられて来たのがきっかけです。その後、個人でも随分通わせて頂きました。その時には

山下さんのご案内で初期の頃の多くの移住者の方々と交流させて頂き色々教えて頂きまし

た。10 年ぐらい調査地から足が遠のいていましたが、今どのようになさっているのかとい

うことで参加させて頂きました。よろしくお願いします。  

 

〇植田淳子（食農総合研究所）

和歌山大学の食農総合研究所の特任助教で、辻先生と一緒に都市農村共生部門で働いて

います。植田と申します。よろしくお願いします。  

 

〇藤田武弘（観光学部）

和歌山大学観光学部の藤田と申します。観光学部では、大浦先生と一緒に農山村再生ゼ

ミで、観光という「人と人との繋がりを通じて地域を活性化していこう」ということをや

っています。今日いっしょに来ている県庁の芝さんは我々のゼミ 1 期生です。そういう点

では観光学部の歩みと日高川町の歩みはすごく同じようなかたちで歩んできていると思い

ます。2 年前でしたか、私は僭越ながら合併の記念講演をさせて頂く機会がありました。

そういう点ではこの町の、特に、ゆめ倶楽部の歩みと観光学部の歩みというのは本当に一

緒に感じるところがあって、今日は非常に懐かしいフィールドに帰ってきたという気持ち

でいます。どうぞよろしくお願いします。  

 

〇岸上光克（食農総合研究所）

食農総合研究所の岸上と申します。私は大学に来る前に田辺市役所にいまして、平成 20

年、午前中の資料でいうと合併後すぐに、ゆめ倶楽部 21 のような取り組みを田辺市も取り

組んでいこうということで、ヒアリングにきた記憶がございます。それから約 10 年、どう

なったのかというのが非常に気になります。よろしくお願いいたします。  

 

〇平田隆行（システム工学部）

システム工学部の平田と申します。私自身建築系でして、空き屋ですとか、防災関連を
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研究しています。このあたりですと日高町の方が多くて、漁村の津波避難について研究し

ていて、そちらではよく来ていたのですが、山のなかにはあんまり入ってなくて、10 年ぶ

りくらいに日高川町に足を踏み入れたと思います。よろしくお願いします。  

 

〇杦本敏夫（食農総合研究所）

食農総合研究所の杦本と申します。私は去年 4 月に採用して頂いて、歳はいっているの

ですが勉強の最中です。私は子どもの頃大阪にいましたので、海沿いはよくドライブして

いたのですが、山のほうには縁がなくて、今回もずっとバスのなかから外をみて、お家が

ずっと山沿いに作られているのをすごいなと思いながら来ました。勉強させて頂きたいこ

とばかりです。どうぞよろしくお願いします。  

 

〇室井利之（食農総合研究所）

食農総合研究所の室井と申します。私は 2016 年に田辺市役所を退職いたしまして、2016

年 4 月から食農総合研究所の仲間に入れて頂きました。田辺市も日高川町さんと同じよう

に 2005 年 5 月 1 日に合併しました。同じ日に合併された町ということで、直接のやりとり

はないのですけれども、非常に愛着をもっています。皆様の取り組みを勉強させて頂きま

して、これからに活かしていきたいと思います。よろしくお願いします。  

 

〇芝めぐみ（和歌山県農林水産部果樹園芸課）

和歌山大学の先生方とご一緒させて頂いています和歌山県庁果樹園芸課の芝と申しま

す。この 4 月から果樹園芸課に配属になって、グリーンツーリズム、都市農村交流を担当

させて頂いています。色々勉強させて頂ければと思います。よろしくお願いします。  

 

〇大澤惠（ゆめ倶楽部 民泊部会長）

ゆめ倶楽部 21 の農家民泊部会の大澤です。今日は家内も来させて頂くことにしていたの

ですけれども、急に来れなくなりました。なにしろ私たち 2 人で 1 人前というわけです。

よろしくお願いいたします。  

 

〇小早川眞（ゆめ倶楽部 体験案内部会長）

ゆめ倶楽部 21 の体験案内部会の方を担当しています小早川です。主に、ここにあります

ようなウッドバーニングを担当しています。子どもらはこのような見本をみながらやって

います。時間が足りないという子がいるほど結構楽しんでくれています。よろしくお願い

します。  

 

〇辻
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それでは、特にテーマを決めていませんので、質疑応答しながら、色々と意見交換して

いこうと思います。ご質問のある方はお願いします。  

 

３．ウッドバーニング体験とは

 

〇辻

小早川さん、その「ウッドバーニング」というのはどのような体験をするのですか。  

 

〇小早川

「ウッドバーニング」というのは、元々ハッコーの元相談役がこっちへ来られて広めて

くれて、私もそれを見様見真似で真似しています。マイペン（電熱ペン）というのが「ハ

ッコー」という会社から出ています。ここにチャコペーパーというのがありまして、型紙

をおいて、板を置いて、鉛筆でなぞったら青い線が出るのです。その後をマイペンで焦が

すのです。スイッチを入れると 10 秒以内に 400℃になります。皆さん最初は怖がりますが、

やっていたらついつい夢中になってやってくれています。仕上がったらこれを付属の箱に

スポンジを入れていますので、それで湿らすとこの青い線が消えてしまいます。後は色を

塗るか塗らないかは子どもらの自由で、結構楽しんでいます。ハガキ大の大きさなので、

直川さんにお願いして、その大きさで自分の好きな絵があったら持って来るようにいって

います。その方が、子どもたちがよろこぶと思うのです。私の見本はいくらでもあるので

すが、なかなか選べないので「自分の好きなものを持ってきたらいいよ」といって、直川

さんに一言いってもらっています。  

 

〇山下

このウッドバーニング体験の前に、小早川体験案内部会長から子どもたちに「森林と人

との関わり」や「CO2 の話」などをわかりやすく説明してくれています（付属資料 5）。子

どもたちも煙を出しながら板を焼き付けるという体験なので興味を持って聞いています。

なるほどと納得して帰っているという状況です。  

 

〇小早川

これをやっている時に煙が出て、子どもたちは「煙たい」といいます。子どもたちに「お

前たちは地球温暖化に拍車をかけている」といってやるのです。終わる時に「この板は軽

いけれど、重さの 2 分の 1 は CO2 です。板を腐らせなかったら、また、燃やさなかったら

CO2 は出ないので、大事に置いといて下さい」といいます。本来はあそこに置いている内

地材を使いたいのですが年輪があるので難しく、ゆめ倶楽部でシナベニヤを買ってもらっ

ています。これは年輪がないので子どもらも簡単にできます。  
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そっちの浮き彫りのものは面白半分に自分で作りました。マイペンで書いて糸鋸で削っ

てボンドをつけて、下に板を置いて浮き出るようにしています。こういうのも子どもがみ

たらよろこびます。これはトイレのプレートですが、「今使っていないよ」とか、「使って

いるよ」とか。あと縦型で「勉強中入らないでね」とか、「今勉強していないから入ってね。

でもノックをしてね」とか、そういうのを作らせています。ただ、このような「勉強中」

と書いても「お父さんやお母さんは、また漫画か、ゲームをやっているのだろうと信用し

てくれないだろうね」といっています。  

 

〇杦本

午前中に説明があって、こちらの町で間伐の体験学習をされていると聞いたのですが、

そういう間伐材を使うことはないのですか。  

 

〇小早川

間伐材は乾かさないといけないのです。そのままではだめです。私も体験の時に自分の

ところの間伐材を持ってきて磨いて、自分で好きなものを書くようにいってやっていまし

た。  

 

４．農家民泊や田舎体験のきっかけ

 

〇岸上

大澤さんと小早川さん、お 2 人のこのゆめ倶楽部 21 との関わり、なぜ民泊を始められた

のかとか、このウッドバーニングを始められたきっかけをお話頂けたらと思います。  

 

〇大澤

きっかけは、山下さんの方から「やろうじゃないか」ということで始まりました。  

 

〇岸上

合併前からということになるのですか。  

 

〇大澤

合併以前です。旧中津村の時からです。  

 

〇岸上

立ち上げの平成 14 年の時からということですか。  
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〇大澤

はい。  

 

〇山下

ホームステイはそうですけれども、実質はゆめ倶楽部ができて平成 20 年から本格的に始

めました。  

 

〇直川

農家民泊は平成 20 年から取り組んでいます。  

 

〇岸上

それまではホームステイの経験があったのですか。  

 

〇山下

私が以前、教育委員会の社会教育の担当をしていた時に、インドの子どもたちや泉大津

市の子どもたちを色んなかたちで受入をお願いしていた農家さんが何軒かありました。大

澤さんもそのなかのメンバーだったのです。それを入れるともう随分と古い話になります。

平成 6 年、7 年ごろからの話になってきます。実質のゆめ倶楽部 21 としては平成 20 年か

らになります。  

 

〇岸上

スタートのホームステイの時に地域の方々には「受入れるのに、ちょっとどうかな」と

いうような反応はなかったですか。「どんどん受入れていこう」という感じでしたか。  

 

〇大澤

私たちは外国の人であろうが、国内の人であろうが、どういうこともなく受入れられた

のです。中国の人でしたら賑やかな人が多いので、大きな声を出して、それで近所の人が

「ああ、また今日は来てくれているな」というような感覚でよろこんでいたこともありま

した。  

 

〇山下

振り返って思い出してみたら、平成 20 年に初めて受けたのが韓国だったのです。県の方

から打診を頂きまして、「他町の方へ話をしたのですが、外国人を受けられないという話だ

ったので、どうですか」と話がありました。私もこのような性格ですから「何でもやれる」

という感じで受けて、受けたけれども何も決まってなかったのです。そこから走り回って
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受入をお願いしたら、受けてくれる方が出てきました。1 泊だけの体験だったのですけれ

ども、一旦やってみたら皆さんすごくよろこんでくれて、もう別れ際には号泣です。「外国

人は良かった」と皆さんに受け入れて頂いたので、そこから本格的に進めようとやってき

ました。  

 

〇岸上

ありがとうございます。小早川さんの方はどのような経緯で。  

 

〇小早川

私はこのゆめ倶楽部の前の、都市農村交流の前の合同部会ということで始まって、山下

さんから初期メンバーに選ばれてからです。1 番始めに山下さんがやっていたのは、「何で

もかまわないので、体験したい人はしよう」ということでした。1 番初めは、夫婦で干柿

を作りたいと柿を取りに行ったり、紅葉がみたいっていって紅葉をみに行ったり、そのよ

うなことやっていました。そのうち子どもらを相手にしまして、木工を始めたのですけれ

ども、木工も機械が重くて大変でした。ちょうどこのウッドバーニングを伊藤さんという

ハッコーの元相談役が来られてやり始めましたが、大阪へ帰るということで、私がその後

を引き継いでやっています。  

 

〇岸上

ありがとうございました。  

 

５．民泊部会の活動

 

〇辻

お 2 人とも年間どれくらいの人数を泊められたり、体験を子どもたちにされているので

すか。  

 

〇大澤

うちも農家関係のサツマイモ体験とか、色んな体験をやらせてもらっているのですが、

どのくらいかな。  

 

〇山下

民泊でいったら、年間何十件もないかな。  

 

〇大澤
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そうですね。  

 

〇直川

最近だったら年間に 5、6 件、2 カ月に 1 回ぐらいの頻度です。  

 

〇山下

大澤さんはフルで受けてくれています。  

 

〇直川

他の家庭では「稲刈りの時期だから」と断られる方もいらっしゃるのですけれども、大

澤さんは基本的に「いつでもいいよ」という感じで毎回ほぼ受けて頂いています。  

 

〇大澤

うちは「何でもいいから受けます」と女房がいっていることもあるので、何があっても

させてもらうことにしています。  

 

〇辻

今は海外の方が多いのですか。  

 

〇大澤

今のところ東南アジア系のマレーシアの人などが多いですね。  

 

〇湯崎

東南アジアの学生さん、大学生とか、中高生というのを聞いたのですが、外国の方にど

のようなことがよろこばれますか。  

 

〇大澤

学生達も女の子と、男の子の違いが出てきます。台湾もそうなのですが、「夜の星空が美

しい」とかですね。台湾で「今日はいい天気だ」といっても、日本では曇りぐらいの天候

という感じらしいのです。私達も行ってみたのですが、本当に曇っている状態でした。  

何でもよろこぶのですよ。初めに来てくれた時に、みんなにいうのですけれども「緊張

していて、面接受けているみたいだ」と。それをリラックスさせて、やっているのです。

慣れてきますとよろこんでくれます。色んなことのほとんどのことが初めてですので。  

 

〇山下
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着物なんか。  

 

〇大澤

うちの家内が、女の子の場合には、着物とか浴衣を裸にならずに、着ているものの上に

着せています。そうすると、みんなの前で着せられます。服の上へ着物を着せたりすると、

窮屈かもしれないのですけれども。  

他の人はお茶の体験をやってくれたりするのです。女の子は日本のそういうことをよろ

こびます。お茶だったら男の子も結構よろこびます。外国の子は、日本の子でもそうです

が、ほとんどがあぐらをかいたりするのですけど。  

 

〇藤田

今のお話ですが、日本の都会の子どもたちも農村に来て、色んなことにびっくりしたり

ということがあって、その関係で農家さん自身も「よそからみたら、このようにふるさと

が映るのだな」という気づきがあったりすると聞いています。特に、海外からの学生を受

けるようになって、日本人の子どもたちの農村に対する見方と、海外の子どもたちが日本

の農村に来た時の見方について、受入側からみて「これは明らかに違うな」ということが

ありますか。  

 

〇大澤

海外から来てくれる人たちは、都会の何十階建てのマンションに住んでいるとこから来

てくれます。このあたりをみても日本の農業というのはちっぽけなもので、「ままごと」み

たいな感じぐらいにしか思ってないのです。中国から夫婦連れが来たりもするのですけれ

ども。この地域周辺は特別ですが、規模的には外国に比べれば非常に小さいので。マレー

シアの子どもたちも上流層の子が多いので、農家からはかけ離れたような感じの人たちで

す。  

 

〇藤田

日本の都会からやってくる子ども以上に農村の原風景からは遠い子たちが海外から来る

という感じですか。  

 

〇大澤

そうです。だから景色をみて喜んだり、山はどこにでもあるのですけれども、山をみて

も喜んだり。「よく来てくれたね。どこに住んでいるの」とタブレットでみるのですが、ビ

ルがそびえているようなところばかりです。  
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〇藤田

留学生に日本の農家民泊の体験をモニター的にやってもらったりすると彼らがいうのは、

特に中国人の留学生がよくいっていましたが、中国の農村はまだまだ都会との格差が大き

くて貧しいので、日本の農家民泊がどのようなものかと思って来てみたら、日本の農村は

部屋が広いし、テレビは大きなのがあるし、ふすまや欄間をみるとびっくりするわけです。

インターネット、場合によっては光ネットもきているし、コンビニはないかもしれないけ

れど「ものすごく農村の豊かさを感じる」という留学生が結構多いのです。自分の国の農

村を知っている子たちが日本の農村へ来て民泊するとそのようなことをいいます。今、大

澤さんがおっしゃったように向こうのハイソサエティの高いマンションに住んでいる子た

ちがどう思っているかは分かりませんが。  

言葉は大丈夫ですよね。海外の子たちとは日本語でなくてボディランゲージでいけるの

ですよね。  

 

〇大澤

いや、難しいですよ。中国だったら個々の寄り集まりで中国語でなくて、色々な方言も

あったりするので、中国人が 1 番難しいです。タブレットをみても通じないので、手真似

で話しています。マレーシアや台湾だったら英語が通じます。英語も日本語も何も知りま

せんけれどもタブレットが訳してくれます。  

 

〇辻

翻訳のソフトが入ったものを使って会話するのですか。  

 

〇大澤

そうです。  

 

〇湯崎

マレーシアでしたら、ヒンズー教であると、お料理に苦労なさるのではないですか。お

肉ダメとか。そういう勉強をなさったのですか。  

 

〇大澤

事前に事務局から資料を頂いて。宗教的なものはだいたいこちらも対応できているので

すけれども、その上にアレルギーで食べられないものがあるので大変です。人それぞれで

違うので難しいです。うちの家内もいつも困っています。民泊を受けるのは楽しいのです

けれども、それが 1 番大変です。  
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〇辻

今朝から民泊部会の課題として、60 代、70 代の方が多くて、だんだんできなくなってき

ている方が増えていると聞いたのですが、年齢構成はどのようになっていますか。  

 

〇大澤

年齢は高いです。  

 

〇辻

若い人はいないのですか。  

 

〇直川

14 家庭のうち、40 代が 2 家庭。あとはみんな 50 代以上です。  

 

〇大澤

農家民泊は、元々、山下会長も「儲けてもらうためにやってもらう」といっていました。

でも実際には、農家民泊は儲けにならないです。今、日本国中どこへ行っても農家民泊は

やっていますからね。精一杯サービスをしていかないと。  

若い人たちと年配者との間で考えの違いも出てきているのです。若い人らはお金もうけ

を主に考えていきたいのです。今後、色々と検討していかないといけないと思っています。 

 

〇辻

現在は 14 軒ですけれども、昔はもっと人数も多かったのですか。  

 

〇大澤

多かったのですが、年配者ができなくなっているというのが 1 番の課題です。  

 

〇辻

若い人に入ってもらわないといけないということですね。  

  

６．Ⅰターン者の動向

 

〇藤田

若い世代というと、I ターンで来られた方が民泊をやるというのが若いパターンになり

ますか。  
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〇山下

そうですね。  

 

〇藤田

地元の方とは受入れる時の思いが違うのかもしれないですね。  

 

〇直川

40 代の 2 世帯は 2 人とも I ターンです。  

 

〇藤田

農家をされているのですか。I ターンの方は。  

 

〇直川

I ターンの方の 1 家庭は農家さんです。もう 1 つの家庭は空き屋を借りたのですけれど、

元々民宿をやっていた空き屋でした。設備的には問題なかったので、普通の民宿もやられ

ている方です。  

 

〇山下

染物をやっています。 

 

〇直川

草木染めをされている方で、自分でワークショップのようなイベントを開いたり、すご

く自発的に活動されている方です。自営、民宿プラス草木染めのイベントなどの収入で生

活されています。  

 

〇藤田

だから民泊も副収入としては非常に大

切だということですね。  

 

〇直川

そうです。そのうちの 1 つです。  

 

〇藤田

生活を立てていくということですね。  
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〇直川

はい。  

 

〇山下

藤田先生ご存じの各務さんも、矢追さんも大阪に帰られました。  

 

〇藤田

らしいですね。聞きました。  

 

〇藤田

瀧川さんはまだこちらにおられるのですね。 

 

〇山下

瀧川さんはまだ元気でいらっしゃいます。  

 

〇藤田

お米塾はどうなりましたか。  

 

〇山下

お米塾は終わりました。体力の限界で。お米塾でも耕作面積を広く持ってやっていたの

ですが。  

 

〇藤田

確か、台風の被害が大変だったのですね。  

 

〇山下

和歌山大学さんが力を入れて頂いたアシストスーツ。実験的にやったこともありました

ね。  

 

〇湯崎

そうですね。その時はご協力ありがとうございました。  

 

７．農家民泊組織の連携

 

〇藤田

-30 -



県の会合だったと思うのですけれども、農家民泊で日高川町と印南町が連携する動きが

あると聞きました。どうですか、今もあるのですか。  

 

〇山下

やっています。  

 

〇大澤

1 年に 1 回だけ。  

 

〇直川

私が平成 27 年度に担当した時からは 28 年度と 29 年度に 1 件ずつありました。広島の学

校だったのですけれども、観光交流課からお話があって、人数が 60 人ぐらいだったのです。

うちだけでは 60 人はちょっと無理ですが、印南さんと合同でなら 60 人は大丈夫という話

になって、それで 2 年続けて来てくれたのです。今年度はうちには来ていただけなかった

ということです。10 月ぐらいでした。今年度は別の所に行かれたみたいです。  

 

〇藤田

それは県から話が来た時に、いなみかえるの宿さんとゆめ倶楽部さんとが話をしてお互

いの連携だったらこの数を受けられるということになるのか、県が最初から 2 つで受けて

下さいという話でくるのでしたか。  

 

〇直川

28 年度に初めて連絡が来たのは、旅行会社からうちに直接来たのです。それで、「うち

だけでは受入れられないです」と一旦お断りしました。うち以外にも日置川や串本の方で、

もう少し大きな人数を受入れられますので、「和歌山県の観光交流課に連絡すると相談して

頂けますよ」と紹介しました。それでも「日高地方の方で」という話になったようで、印

南さんと受入れないかという話になり、そこからやったという感じです。次の年は最初か

ら観光交流課さんに連絡されて、そこからうちと印南さんに話が降りてきました。  

 

〇山下

これからは民泊も長野県の飯田のように日高川町だけではなく日高地方全体で 100 人、

200 人の規模を受けられるキャパを作っていかないといけないと思います。それで 2 年前、

広川町にも声をかけて、広川、日高川、印南で、ということをやったのですが、広川のほ

うが宿泊は受けるけれども、食事は別というのかな。  
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〇直川

そうです。やろうということで県が手配していたのですけれども、食事を各家庭で作ら

ないというスタイルで広川はやっているようで、そこで折り合いがつかず、結局広川では

受けていないのです。結局、また印南とうちだけで受けました。  

 

〇山下

ですから、おそらく長野県も 1 時間範囲は大丈夫だというお話聞いたことがあるので、

日高郡を拠点にして 1 時間範囲といったら結構な範囲でできると思うのです。1 時間とは

いわず 30 分、40 分ぐらいの距離の範囲のなかで民泊受入農家を探していって構築してい

くのが、今後の課題という気もします。民泊というのは農家にとっても、地域にとっても

活性化につながる 1 つの起爆剤になるので続けていけたらと思います。  

 

〇藤田

飯田の場合だと、「南信州観光公社」という第 3 セクターを、飯田市と下伊那の市町村が

合同でお金を出し合って、人も出してというかたちで作って、飯田市内の 470 軒プラス 130

軒、合計 600 軒の受入農家集団を作っています。ここの場合、今の話だったら基本的にゆ

め倶楽部は日高川町が持っているわけです。そこをもっと広川や印南も含めて広域で事務

局体制を作ってくれるようになればお互いに色々負担も少なくていいのでしょう。そうい

う話には行政はならないですか。  

〇山下

日高振興局や有田振興局という県の出先があるので、そこの企画産業課が担当してもら

えないかという思いはあるのです。行政丸投げではないですが、事務局的なことをやって

もらえたらと思います。 

 

８．農家民泊・田舎体験の感動

 

〇杦本

体験学習で来られた人が個人的に、またここへ遊びに来るということはないのでしょう

か。  

 

〇山下

あります。  

 

〇大澤
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体験じゃなくて民泊の方です。  

 

〇小早川

体験でも、お年寄りがやっている「わらじ作り」とか、「餅つき」とか。そのようなこと

をやって、なかには感激して泣いている子もいました。  

 

〇大澤

うちの受入では 1 晩、その日の晩だけです。夜更かししてでも何時間という滞在のなか

で、翌日帰る時がきたら涙が出てくる子がいるのですよ。その心理というのは今になって

もわからないのですけれども、「いいことをしたのかな」というような感じです。外国の方

だったら「もう一度来たい」という子と LINE でやりとりしたことがあります。「がんばっ

て来てよ」ということを日本語でひらがなばかりで書いて出したこともあります。来たい

のですけれども、なかなか個人的には来られないという方が多いのです。ですから、日本

に来て、それから会うとか。  

 

〇杦本

例えば、「自分が植えた苗木がどれだけ大きくなっているか」というのをみに来るとか、

そういうことはないですか。  

 

〇大澤

それもいいことだとは思います。国内の子であればそういうことが可能でも、外国の子

でも、可能性がないということはないのですけれども、さてそれをみに来てくれるか、忘

れられてしまうか、というような気がします。 

 

〇山下

日本人の場合は、例えばですけれども、大阪狭山市の校外学習で田植体験に来られた熱

心な先生が、個人で日高川の田植えしたところに来て写真を撮って子どもたちに学校でみ

せ、そして何人か連れて稲穂の生育状況をみに来たり、最後には稲刈りに連れて来たりと

いうことをされた時期もありました。  

 

〇杦本

そういうことも個人の行動でなくて、行政的なサポートをしてやるということの可能性

はないですか。  

 

〇山下
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今のところはやっていませんが、そういうことも必要かと思います。それによって交流

が続いていくのであればそういうやり方も必要かと思います。以前には子どもたちが植え

たお米を学校へ持っていって、体育館でお米を渡すセレモニーをやったこともあります。

そういうことを行政が、ゆめ倶楽部 21 がサポートしていくということが大事なことと思い

ます。  

 

〇杦本

ありがとうございます。  

 

〇山下

民泊で日本人の場合はお付き合いしている方もいると思います。  

 

〇大澤

はい、います。うちも鳥取の人とか、行き来したりして、未だに親戚のような状態で付

き合いをやっている方も何人かいます。親戚よりもそのような方が多くなっています。  

 

〇辻

それは子どもさんの関係ですか。  

 

〇大澤

子どもさんを泊めたら、どうしても親御さんに話がいくのです。それで親子で夏に泳ぎ

に来たりします。学校から子どもが来たのですけれども、その後に親子連れでまた来て頂

くということがあります。そういうことがあるとうれしいです。  

 

９．ゆめ倶楽部 の構成員

 

〇湯崎

ゆめ倶楽部のことを聞いてよろしいですか。ゆめ倶楽部はかつて旧中津村の当時、構成

員がほとんど I ターン者だったような気がするのですが、資料でみると地元が 25 名、I タ

ーン者 12 名となっています。いつからそういう地元の人の参入が積極的になられたのです

か。きっかけはあったのでしょうか。  

 

〇山下

最初から構成はだいたいそのようなものだったと思います。  
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〇湯崎

そうですか。私は I ターン者のイメージが強かったのかもしれません。  

 

〇山下

I ターン者の方が中心的な役割を果たしてもらっていて、リーダーになっていました。

例えば、矢追さんとか。そういう方がリーダーとして引っ張って下さっていたので、そう

いうイメージが強かったのです。  

 

〇大澤

そうですよ。ボランティアにしても地元の人よりよくしてくれるのです。熱心にやって

頂けるのはどうしても I ターンの方々です。  

 

〇辻

大澤さんも小早川さんも地元の方ですか。  

 

〇大澤

はい。私は地元出身です。  

 

〇小早川

私は元々田辺市です。25 歳の時にこちらに来ました。その頃は温泉館から向こうには本

当に何にもなかったのです。  

 

〇辻

お 2 人とも農業をされているのですか。  

 

〇小早川

私は林業です。もう林業をリタイアしています。今、林業は開店休業です。今日お渡し

したプリントは少しでも林業の宣伝をしたいと思って、子どもに渡して「家に帰ったら読

んでください」といっています。何人が読んでいるのかわからないのですが、子ども用に

ふりがなを打っているのです。  

 

〇山下

「小早川林業」といって、昔は「小早川林業」か、「原見林業」かといわれるぐらいだっ

たのです。  
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〇辻

大澤さんは農業をずっとされているのですか。  

 

〇大澤

はい。若い時には大工もやっていたのですけれども、親も亡くなって自分が残された田

畑を守らなければいけないということになって、ずっと農業をしています。  

 

〇辻

どのくらい作られているのですか。  

 

〇大澤

水稲にしても自分のところはそんなにないのです。1 町（1ha）ほどのものです。請負作

業として、秋と田植時期の機械を使っての仕事を受けています。  

 

〇辻

作業受託をされているのですか。  

 

〇大澤

はい。でも今は歳をとってきたのでだんだんと減らしています。  

 

〇山下

下流域の川辺地区、旧川辺町の方には専業農家が沢山いらっしゃるのですけれども、旧

中津村、このエリアでは 800 世帯ぐらいのうちで専業農家といったら私の記憶していると

ころでは 3 世帯ぐらいです。専業で農業をやっているのは、大澤さんを含めて 3 世帯ぐら

いです。後は兼業とか、普通の勤め人です。  

美山の上流に行けば専業農家はいないという状況です。林業の方が盛んです。  

 

１０．生活体験の取り組み

 

〇辻

大澤さんは秋になると忙しくて民泊のほうは難しくなるのですか。 

 

〇大澤

そうですね。秋の刈り入れになると天候の状態もあるので忙しい時もありますが、民泊

の申し込みが入ってきたらうれしいので、民泊は受けさせてもらっています。  
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〇辻

それでは民泊部会の方は、農業をされている人が多いのですか。  

 

〇大澤

はい。  

 

〇辻

もちろん農業体験もするわけですよね。  

 

〇大澤

ほとんどが年金生活なので、そんなにばたばたすることもないのです。  

〇辻

皆さんは農作業の体験を泊まった学生さんにも指導するわけですね。  

 

〇大澤

指導というほどのものではないのですけれどね。一緒になって作業しています。農家民

泊で来てくれたら、畑で作っている野菜などを夕飯の食材に収穫したり、そういう感じで

やっています。だから来てくれた人にも色々と事情もあるので一概にそういうこともいえ

ないのですが、お客さんでいる人もいますし、「何かあったら手伝うよ」といって手伝って

くれる子もいます。こちらの受入の趣旨としては「野菜を採って夕飯をみんなで作って食

べよう」という感じです。  

 

〇辻

ここで生活体験というのは、半日だったら 1,500 円と体験料金があるのですが、生活体

験というのはどういうものを指しているのですか。今の農作業の体験なども入るのですか。 

 

〇大澤

はい。そうです。  

 

〇辻

食材を採ってくるのも。  

 

〇大澤

-37 -



主に何を目的としているかということもあるのです。  

 

〇直川

収穫もそうですけれども、先にいった着物を着付けてもらうとか、とにかく半日滞在し

て預かってもらっている間に色々体験してもらう半日体験、それを「生活体験」という呼

び方をしているのです。 

 

〇辻

1 つのことではなくて、いくつもすることになるのですか。  

 

〇直川

そうです。その半日の間、もしくは 1 日の間に何をするかは受入家庭さんにお任せして

います。何時から何時までは収穫をして、何時から何時は別のことをしてということです。

各務さんという I ターンの方で帰られた方がいたのですが、その方は絵手紙が得意だった

ので、一緒に絵手紙を書きましょうという時間をもっていました。  

 

１１．部会間の繋がり、体験メニューの開発

 

〇辻

それでは体験案内部会の方と民泊部会の方はお互い色んな意味で交流というか、繋がり

があるわけですね。  

 

〇大澤

それはないのです。  

 

〇直川

基本的には別のプランとしています。  

 

〇湯崎

体験案内部会のなかで、例えば県外の地域に体験メニューの開発の勉強に行くとか、そ

ういったことはなされているのですか。  

 

〇直川

体験部会でというよりはゆめ倶楽部全体として、懇親を兼ねて全員で行っています。  
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〇小早川

これまで「民宿」や、「移住」をテーマに行ったので、今回は「体験」で行こうといって

います。  

 

〇直川

「テーマを決めていきましょう」ということで。  

 

〇小早川

話題になっています。  

 

〇湯崎

新しいメニューを考えるとか、インストラクターの人の技術向上ということも大事と思

います。何かそういう努力をなさっているのかと思い聞きました。  

 

〇小早川

新しいメニューづくりというよりも、この田舎だったらお年寄りが色々と体験をできる

ので、コンニャク作りとか、そういう人を町内で掘り起こししようとしています。  

 

〇湯崎

お年寄りも今は若い世代の年寄りになってきて、ほとんど技術を持っていないので、そ

ういうのはどうかな、と思いました。  

 

〇小早川

技術持っている人に教えてもらおうという話になっています。  

 

〇湯崎

そうですね。  

 

〇大澤

田舎の場合ですと、いい伝えというかたちで若いお年寄りに伝わっています。  

 

〇山下

「食」に関しては、生活研究グループというのがあるので、そこで色んな開発、研究を

されているので、それを体験メニューに盛り込んでいるのです。  
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〇湯崎

地域のなかでインストラクターを育成するというのも大事だと思いました。  

 

〇山下

若い方も何人か入ってきつつあるのですけれど、例に漏れず生活研究グループも高齢化

していますので、そういったことを進めていかないといけない課題だと思います。  

 

１２．交流先相手の変化、大学との連携

 

〇藤田

午前中に色々とお話をお伺いするなかで、日高川町は非常に早くから「交流から移住へ、

定住へ」ということを掲げて、色んな取り組みをされてきたと思います。ところが全国的

に取り組むところが増えてくるなかで、最初からやってこられたところで担い手の方が高

齢化して難しくなってくるという話をあちこちで聞くのです。ただその時に何をするかと

いう話です。今日も移住の世代の方が団塊世代の方よりは若い世代とか、ファミリー層に

なってきているという変化があると聞きました。「交流を誰とするのか」、「どのような人に

移住してきて欲しいのか」、そのあたりのターゲットを、誰に焦点を当てて、どういうこと

を地域が発信すると、どのような人たちに響いて来てくれるのか、そのあたりの戦略を、

相手を分析しながら立てていくということをどこまでやるのかというところが、多分 1 つ

の解決の方向性ではないのかという気がします。ゆめ倶楽部としては、例えば体験型観光

のニーズが国内から海外の人へ移ってきたとか、移住者が若返りつつあるとか、そういっ

た交流先の相手の変化をどのように捉えて、どのような手を打とうか、トータルとしてど

のような感じになるのですか。  

 

〇山下

当初は、現在もそうですが、「体験から交流、交流から定住」というのは 1 つの大きなゆ

め倶楽部のテーマとして取り組んでいる訳です。やり始めた時分は先生がおっしゃってい

たようにシニア層が交流されてきたという現状があるのです。最近は 30 代ぐらいの方で子

どもさん連れが来られているという流れになっています。  

そのようななかで日高川町としては、全国的にもそうだと思うのですが、若い世代をタ

ーゲットにというのが大事です。それと合わせて若い世代もそうですけれども、「シニア層」

といっても私もまだ 63 歳です。私、前から思っているのは、後期高齢者 75 歳が 1 つのラ

インになるので、それまでは元気で活動して下さると思います。ですので、60 代の方も、

退職前の方もこちらに来て頂ければと思います。最近の移住傾向のなかでみると若い方も

来られているけれども、私世代の方もよく来られているというのが現状です。そこらあた
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りをターゲットにしていきたいと思っています。  

それと話がずれてしまいますけれども、ターゲットを確保するのに大学の力というのが、

私は非常に大事と思っています。和歌山大学さんとも以前から交流させて頂いているので

すが、桃山学院大学は企業の森（大学の森）というのを作られて、年間 2 回、3 泊 4 日で

来られます。地域の鳥獣害をテーマとして取り組んで頂いて、この上流の美山地区に「イ

タドリのごんちゃん漬け」という非常に人気のある漬物があるのですが、それを保護して

広めていこうということを大学の方で力を注いで下さっています。  

今後は桃山学院大学だけではなく、関西の大学さんと連携しながら、大学生がある程度

一定期間、日高川町に滞在できるハウス、いわゆる古民家を確保して、そこで大学生が地

域のためにやって頂くということを考えています。移住ではないのですけれども、大学生

の仮移住のかたちで、地域を活性化して頂くことができないかということを模索していっ

たらいいと思います。また、大学生が卒業されても日高川というものをふるさとというか、

自分が思い入れのある地域ということで力を貸してくれるのではないかと思います。  

それともう 1 つは、企業だと思うのです。企業にも働きかけていって「企業の森」とい

うのがあるのです。最近薄れかけてきているのですが、当初は美山に「セイカの森」や中

津に「ユニチカの森」というのがあって、日高川町には結構企業の森が多いのです。その

方たちが 1 泊 2 日で来られて、1 日は林業をされて、翌日は農業されていました。企業の

農園といったものを作った時期がありました。そういうものを拡大していければと思いま

す。それも行政が手配をして企業と連携して呼び込んでいく行政の努力も必要かと思いま

す。もう少し企業との関わりを広げていくということが大事になってくるのではないかと。

そこから波及して企業の方がうまくいけば日高川に移住するということも視野に入ってく

るのではないかという気がします。  

 

１３．企業の森・企業のふるさとの取り組み

 

〇藤田

県がやっていた「企業の森」を、「企業のふるさと」というかたちに県が展開しました。

あれは日高川さんが最初でしたか。  

 

〇山下

そうです。ユニチカと東洋紡。  

 

〇藤田

「企業の森」と「企業のふるさと」というのはどうですか、違いは。企業の森で来られ

ている方というのは環境学習や間伐、下草刈りに来られています。もっと実は「農」と関
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わりたいと思うのだが、受け皿は森林組合が中心だからあんまり接点がないという話がよ

く出てくるのです。これ企業のふるさとができたことによって、そのあたりは違う変化が

起こったりしていますか。  

 

〇山下

でも一過性な感じがして、残念ながら。あれをもっと広げていきたかったのですけれど。 

 

〇藤田

止まっていますね。  

 

〇山下

止まっているのでね。県のほうも力が止まっている感じで。  

 

〇大浦

3、4 件ぐらいですか。 

 

〇藤田

3 つぐらいしかなかったと思うのですが。  

 

〇大浦

ずっとその面倒を地元の方が「農」もみないといけない。「林」は放っていても平気なの

ですが。なかなか地元の受入体制が難しいということをよくいわれているのです。企業の

方でも、その企業さん自体すごく活動できているところと組合系のところは泊まれるのだ

けれど、単に企業だけだと日帰りで時間がないみたいなことがあります。でも、それにし

ても受入が森林組合中心になっているので、それ以上はできていないみたいです。これも

流域によって大分やり方が違うのですけれども。この間も美山支所でお話を聞いた時にも、

「人が減って、もう事務局はできない」とおっしゃっていたので、そういったことを全町

体制で受けられればいいのにと思います。  

 

〇山下

そうですね。  

 

〇大浦

「林」の分野だけでは難しそうですね。  
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〇山下

東洋紡とユニチカの農園を作った時も、年に 2 回来て頂いて、あの年は植え付けと収穫

と来て頂いたのです。その間に個人的にもその畑に来られて世話をしたという経過がある

のですけれども。その間は地元でそのために作った農業組織が頑張って草引きや肥料やり

とかをやったのですけれども。先生おっしゃるように「林」と違ってこれでは長続きしに

くい部分があります。  

 

〇大浦

そうですね。本宮は割に「農」の組織が元気でずっと続いているようです。そこで関西

大学か、関西学院大学かが企業の森を持っていて、若い力をまた使えるということで、う

まくいきそうな感じになっています。だから、ぜひ桃山学院大学や大学との企業の森がで

きたら継続的に強制的に学生を送ってくれるので、そのあたりをうまく使われると「農」

の組織とうまく連携できると思うのです。  

 

〇山下

そうですね。  

 

〇藤田

大学との連携は大事だと思うのです。地域は、そこはどんどん利用していけばいいと思

います。  

 

１４．おわりに

 

〇辻

この際に聞いておきたいことはないですか。 

 

〇大澤

こういう時間というのは大事なことだと思います。また農家民泊のほうへも泊まりに来

てもらって、ゆっくりと秋の夜長じっくりと話し合いましょう。  

 

〇藤田

昔はわいず倶楽部でよく宿泊しました。  

 

〇大澤

懐かしいです。  

〇山下

東洋紡とユニチカの農園を作った時も、年に 2 回来て頂いて、あの年は植え付けと収穫

と来て頂いたのです。その間に個人的にもその畑に来られて世話をしたという経過がある

のですけれども。その間は地元でそのために作った農業組織が頑張って草引きや肥料やり

とかをやったのですけれども。先生おっしゃるように「林」と違ってこれでは長続きしに

くい部分があります。  

 

〇大浦

そうですね。本宮は割に「農」の組織が元気でずっと続いているようです。そこで関西

大学か、関西学院大学かが企業の森を持っていて、若い力をまた使えるということで、う

まくいきそうな感じになっています。だから、ぜひ桃山学院大学や大学との企業の森がで

きたら継続的に強制的に学生を送ってくれるので、そのあたりをうまく使われると「農」

の組織とうまく連携できると思うのです。  

 

〇山下

そうですね。  

 

〇藤田

大学との連携は大事だと思うのです。地域は、そこはどんどん利用していけばいいと思

います。  

 

１４．おわりに

 

〇辻

この際に聞いておきたいことはないですか。 

 

〇大澤

こういう時間というのは大事なことだと思います。また農家民泊のほうへも泊まりに来

てもらって、ゆっくりと秋の夜長じっくりと話し合いましょう。  

 

〇藤田

昔はわいず倶楽部でよく宿泊しました。  

 

〇大澤

懐かしいです。  
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〇辻

体験案内部会としては、体験インストラクターを補充もされているのですか。新しくや

って頂ける方をお願いするということを。  

 

〇小早川

探してくれていますが、みつからなくて、なくなった体験もあります。  

 

〇辻

午前中その話を聞いたものですから。そういう技術を持った人、教えられる人がいなく

なっていると。  

 

〇小早川

わらじづくりも、おじいさんやおばあさんでないとできないので。体験案内部会でも若

い人に技術の伝承をいっているのですけど、なかなか習いに来る人がいないのです。  

 

〇辻

そういう後継者作りも大事ですね。昔の人はそういうものを作る知識・技術を持ってい

ました。  

 

〇辻

それではまた機会を作り訪れて、色々とお話を聞きたいと思います。  

どうも午後のお忙しい時間を長時間ありがとうございました。これからもよろしくお願

いいたします。ありがとうございました。  
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１．日高川町の概要

 平成１７年５月１日に町村合併

（川辺町、中津村、美山村）

 位置：和歌山県のほぼ中央部

 町の中央には長さ日本一の

２級河川「日高川」が流れている

 面積：３３１．５９㎡

（和歌山県下で３番目の広さ）

（総面積の約９０％が森林）

 人口：９，９７２人

（Ｈ３０．８．３１現在）

2

和歌山県日高川町役場定住促進室

ゆめ倶楽部２１事務局

ゆめ倶楽部２１の活動について
1

［資料１］

和歌山県日高川町役場定住促進室

ゆめ倶楽部２１事務局

ゆめ倶楽部２１の活動について
1

［資料１］

-47 -



３．ゆめ倶楽部２１の主な取り組み

①体験型観光の受入：設立当時から

（現在は体験案内部会が担当）

②農家民泊の受入：平成２０年度から

（現在は民泊部会が担当）

③移住者支援事業：平成１９年度から

（現在は田舎暮らし受入部会が担当）

4

２．ゆめ倶楽部２１とは

 組織：地域団体（事務局は役場職員）

 構成員：３７人（地元住民２５人、Iターン者１２人）
※地元住民と都会からのIターン者が協働

 目的：日高川町における、体験型観光・農家民泊・移住者

支援等を行い都市と農村の交流を促進し地域活性化

を図る

 設立：平成１４年２月１日 中津ゆめ倶楽部２１設立

平成１９年７月３１日 町村合併により全町エリアに

拡大した現ゆめ倶楽部２１を設立

3
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４－２．体験型観光の受入実績

合併前 合併後

年度 人数

H２０ ２，４４７

H２１ ２，６０２

H２２ ２，６１０

H２３ ２，６２７

H２４ ２，８４８

H２５ ３，４０６

H２６ ３，０７６

H２７ ３，００８

H２８ ２，１９２

H２９ １，９８４

合計 ２６，８００

年度 人数

H１４ ８６４

H１５ １，４１４

H１６ ２，０５４

H１７ １，３６２

H１８ ２，３７３

H１９ ２，３８６

合計 １０，４５３

6

４－１．体験型観光の受入内容

 設立当時から取り組み、現在は体験案内部会が担当

 稲作体験、野菜収穫体験や間伐体験などの農林業体験や、
地域資源を活用した手作り体験などのメニュー

 主な団体：

・県内の小中学生の森林体験などの教育旅行

・大阪府内など、県外小中学生の修学旅行や教育旅行

・企業の福利厚生（企業の森など） など

 依頼元：学校、旅行会社、和歌山県観光交流課など

5
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４－３．体験型観光受入の様子

 間伐体験

8

４－３．体験型観光受入の様子

 開会式

7
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４－４．体験型観光の課題

 インストラクターの確保・掘り起し

・インストラクターのほとんどが６０代・７０代

・体験によっては実施が困難となるプランが出てくる可能
性がある

 対策

・HP、広報等を利用した体験型観光の周知
・現役インストラクターからの口コミによる紹介

10

４－３．体験型観光受入の様子

 備長炭の風鈴作り体験・稲刈り体験

9
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５－１．農家民泊の受入内容

 農家民泊開始時は、主に小中学生の受入を目的として
きたが、平成２２年頃から海外からの中高生や大学生の
受入も行っている

 主な団体：

・大阪府内など、県外小中学生の修学旅行や教育旅行

・台湾、韓国、中国、マレーシア、東アジア諸国などの

中高生や大学生の教育旅行

 依頼元：主に和歌山県観光交流課

その他、JICE（日本国際協力センター）
JICA（国際協力機構）など

12

５－１．農家民泊の受入内容

 平成２０年度から取り組み、現在は民泊部会が担当

 体験料金：６，８００円／１泊２食

 受入戸数：１４軒４５人程度（１軒あたり３～４人受入）

 内容：・農家の副収入や生き甲斐づくりを目的としてスタート

・自分たちが普段食べているものを提供するなど、

特別なことはせずに、普段の生活を体験させる

・主な体験は農作業体験や生活体験などがあるが、

体験内容については各受入家庭に任せている

11
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５－３．農家民泊受入の様子

 受入家庭と生徒の対面式

14

５－２．農家民泊の受入実績

団体数 人数
延べ
泊数

０ ０ ０

１ １９ １９

７ １５５ １５５

１ ３４ ３４

７ ２１２ ２８７

４ １３３ １５８

８ ２１６ ３０２

４ １１７ １３９

４ １１６ １１６

３ ６５ ７６

合計 １，０６７ １，２８６

年度 団体数 人数
延べ
泊数

H２０ ２ ５４ １０３

H２１ ４ １３１ ２２３

H２２ １３ ３８４ ５９６

H２３ １１ ２３２ ３４１

H２４ １１ ２９２ ４０７

H２５ ８ ２３７ ３６７

H２６ １０ ２８１ ４３１

H２７ ７ １９２ ２７４

H２８ ８ ２１１ ２８７

H２９ ８ １７３ ２７２

合計 ８２ ２，１８７ ３，３０１

う
ち
外
国
人

13
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５－３．農家民泊受入の様子

 お別れ式

16

５－３．農家民泊受入の様子

 各家庭に分かれて体験・食事

15
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６－１．移住者支援事業の内容

 平成１９年度から取り組み、現在は田舎暮らし受入部会が担当

 和歌山県が定めている「わかやま移住推進市町村」として、役場に
「ワンストップパーソン」を設置、ゆめ倶楽部２１を「受入協議会」とし
て設置し、移住者への支援を行っている

 主な役割：

・地域住民、先輩移住者として、役場が実施、参加する下記の取組
へ要望に応じて同行し、移住希望者へのサポートを行っている

（取組内容：・移住相談、地域案内、空き家紹介、農地紹介

・年に数回、大阪や東京で行われる相談会やフェア

・不定期に行われる町の現地体験ツアー など）

・移住者、移住希望者、会員を対象に交流会を開催している

18

５－４．農家民泊の課題

 受入家庭の確保・掘り起し

・１４軒の受入家庭のほとんどが６０代・７０代

・ここ数年で休業する家庭が徐々に出てきている

 対策

・HP、広報等を利用した民泊の周知
・現役受入家庭からの口コミによる紹介

17
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６－２．移住者支援事業による移住実績

年度 県外 県内 計

H１９ １４世帯 ２３人 ６世帯 １４人 ２０世帯 ３７人

H２０ ６世帯 １０人 ２世帯 ６人 ８世帯 １６人

H２１ ８世帯 ２１人 １世帯 １人 ９世帯 ２２人

H２２ ９世帯 １６人 ０世帯 ０人 ９世帯 １６人

H２３ １３世帯 ２０人 １世帯 ４人 １４世帯 ２４人

H２４ ６世帯 ９人 ２世帯 ３人 ８世帯 １２人

H２５ ５世帯 ５人 ０世帯 ０人 ５世帯 ５人

H２６ ３世帯 ４人 １世帯 １人 ４世帯 ５人

H２７ ６世帯 ９人 １世帯 ２人 ７世帯 １１人

H２８ ７世帯 １１人 ２世帯 ２人 ９世帯 １３人

H２９ ３世帯 ６人 ６世帯 １０人 ９世帯 １６人

計 ８０世帯 １３４人 ２２世帯 ４３人 １０２世帯 １７７人

20

６－１．移住者支援事業の内容

 移住者が定住することによる効果

・地域の活性化、地域行事への参加など担い手不足の
解消

・地域のボランティアや体験型観光のインストラクターなど
への協力

・先輩移住者として、新規移住希望者の移住相談や地域
案内への協力

・空き家の管理及び耕作放棄地の再生

19
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６－３．移住者支援の様子

 移住希望者向けフェア

22

６－３．移住者支援の様子

 空き家紹介

21
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６－４．移住者支援事業の課題

 移住希望者が多いが、大がかりな改修をせずに入居可
能な空き家の供給が少ない状況

 貸し出し可能な空き家の掘り起しを行っているが申し出
が少ない

 対策

・HP、広報等を利用した空き家情報募集の周知
・空き家情報募集のチラシを作成し、町内外へ配布

（町外：固定資産税納税通知書へ同封

町内：各地区への配布文書に入れる）

24

６－３．移住者支援の様子

 現地体験ツアー

23
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ご清聴ありがとうございました
25
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